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１．はじめに

　我が国は世界的な長寿国であり、1980年代の死因は癌、心疾患、脳卒中の順であるが、1960年代に死因の第一位を占めていたのは脳卒中である1)。また、福井県の平均寿命は全国的に高く、2000年の統計では男女とも全国2位である2)が、厚生労働省の年齢別・死因別寄与分析によると、県内女性の寿命の伸びは脳血管疾患の改善による寄与が大きいとされている3)。さらに、脳卒中死亡率と河川水中のミネラルには有意の相関関係があることが認められており、橋本ら4)は飲料水中のCaとNaから算出されるK-indexを健康によい水指標として提唱している。そこで今回、福井県の主な水道原水について、健康指標(K-index)を評価したので報告する。
２．方法
　調査は主な水道水源12箇所（河川水4箇所A～D、地下水8箇所E～L）の水道原水について、2005年の春と秋、2006年秋と2007年春の計４回行った。
ミネラル類はICP発光分析法で測定し、得られたカルシウム(Ca)、ナトリウム(Na)の濃度(mg/l)から以下の式を用いてK-indexを算出した。
[image: image1.emf]表１　各種ミネラル濃度、K-index、Na/Caのミリグラム等量比の平均値

Ca Mg Na K K-index Na/Ca※

(mg/l) (mg/l) (mg/l) (mg/l)

A 12.0 2.0 3.9 0.5 8.6 0.28

B 5.2 1.2 4.4 0.3 1.4 0.73

C 5.3 1.6 9.1 0.5 -2.6 1.51

D 7.0 1.8 4.0 0.3 3.5 0.50

E 24.0 10.2 7.2 0.5 17.7 0.26

F 10.0 5.5 19.5 1.6 -7.0 1.70

G 16.4 3.2 4.2 0.3 12.7 0.22

H 14.5 5.5 9.9 1.4 5.9 0.60

I 22.4 8.1 50.2 1.3 -21.3 1.96

J 11.4 2.2 5.4 0.5 6.7 0.41

K 5.2 1.3 5.3 0.4 0.6 0.89

L 8.9 3.5 5.7 0.4 4.0 0.55

※ミリグラム当量比

　　　K-index　＝　Ca　－　0.87Na

３．結果と考察

　K-indexの結果を表１に示す。5水源（河川水A、地下水E,G,H,J）で健康によいとされる5.2以上となった。
また、K-indexが負の値を示した水源(C,F,I)はNa/Caミリグラム等量比が1を超えており、特にFとI水源は他水源に比べてナトリウム濃度が高いことが分かる。F水源はナトリウム-塩化物泉の温泉地に近く、I水源は深井戸であることから、どちらも地質的な要因によるものと考えられる。
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